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改められ、演習時間が 120 時間から 150 時間に増加し、シラバス内容も大幅に変更された。今
年度をもってカリキュラム変更後の演習教育 150 時間を実施したことになる。改正後まもないた
め、新カリキュラム移行後の演習教育に関する先行研究はいまだ少ない。















　そして、この法改正に伴い、2007 年 3 月に「大学等において開講する社会福祉に関す
る科目の確認に係る指針について」2 が出され、「相談援助演習」は、現行の 120 時間より
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を受けている学生が今年度（平成 24 年度）で 4 年生となり、150 時間分の演習教育を受
けたことになる。そこで、30 時間増加分の教育内容、実習前後で実施する教育内容等に
ついて、厚生労働省が示したシラバス内容の検証が必要な時期に来ていると考えた。
















































　その後、1999 年の厚生省令11 により 2000 年 4 月から、演習の時間が 60 時間から
120 時間へと倍増したものの授業内容については特に指示が出されなかった。そして、



















































































































　実習先は、図 1 に示したとおり、高齢者関連施設が 48％と一番多く、次いで障害者






































テーション等）がある。演習科目としては、ソーシャルワーク演習Ⅰを 2 年次通年 30 コ
マ、ソーシャルワーク演習Ⅱは 3 年次通年 30 コマ、ソーシャルワーク演習Ⅲを 4 年次
前期 15 コマ開講している。実習科目としては、ソーシャルワーク実習指導Ⅰを 2 年次
後期 15 コマ、ソーシャルワーク実習指導Ⅱを 3 年次通年 30 コマで開講している。実習
は、3 年次の 8 ～ 9 月にかけて実施している。
3．ソーシャルワーク演習のシラバスと教育内容









　本学におけるソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅲの 75 コマ分のシラバス内容を表 2 に示す。
この内容は、厚生労働省が示した内容を網羅する形となっている。また、本学シラバスに
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表 3．筆者のソーシャルワーク演習 75 コマ分のシラバス
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　第 17 回、第 18 回目では、ビデオ20,21 より面接技術を学ばせている。

























































































































































































　第 23 回目では、60 分間のプログラムを実施するための細かな動きや準備をすること
などスケジュール立案やリハーサルをさせている。




















































　第 7 回目では、中川ら（2010：61-65）31 の児童の事例を使用し、今まで取り上げてき
ていないアウトリーチやチームアプローチについて考える事例を行わせている。
　第 8 回と第 9 回目は 2 週続きで行っている。アルコール依存症の事例を用い、初回
は事例の理解、2 回目ではロールプレイを実施している。このロールプレイでは、ソー
シャルワーカーと夫婦の面接という、1 対 2 の面接場面を体験させている。多くの学生
にとっては、初めてのシチュエーションで戸惑いも多いが、現場に出てからはよくある
場面であると考え取り入れることとしている。









　第 12 回目、第 13 回目では、広報誌の作成と発表を行う。実際には、その後、立案し
たプログラム運営に向けた具体的な取り組みもさせたいところだが、時間の都合上ここ
までにとどまっている。














































































































1 　社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律　平成 19 年法律第 125 号




























20　 松山真監修･指導（2002）「面接教育ビデオシリーズ～基礎編　第 1 巻　初回面接での信頼関係の確立」（株）メ
ディアパーク
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